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最
近
の
雇
用
情
勢

最
近
の
雇
用
情
勢
は
、
一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
の
新
規
求
人
数
は
七
十
万
人
、
新
規
求
職
者
数
は
五
十
九
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
二
十
四
年
一
月
現
在
、
有
効
求
人
倍
率
は
平
成
十
九
年
十
一
月
以
降
一
倍
を
下
回
っ
て
お
り
、
地
域
別
の

有
効
求
人
倍
率
も
、
多
く
の
地
域
に
お
い
て
一
倍
を
下
回
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
の
完
全
失
業
者
数
は
三
百
五
万
人
、
完
全
失
業
率
は
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
雇
用
者
数

は
五
千
五
百
七
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
者
数
を
主
要
産
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
等
は
前
年
同
月
差
で
み

て
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
医
療
・
福
祉
等
は
増
加
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、
被
災
三

県
を
除
き
、
平
成
二
十
三
年
の
正
規
雇
用
者
数
は
前
年
差
二
十
五
万
人
減
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
派
遣
社

員
、
契
約
社
員
等
の
人
数
は
前
年
差
四
十
八
万
人
増
と
な
っ
て
い
る
。

`

今
後
の
経
済
及
び
雇
用
情
勢
の
見
通
し

日
本
は
、
将
来
的
に
は
一
層
の
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
見
込
み
で

あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
性
別
・
年
齢
別
の
就
業
率
が
現
状
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
平
成
三
十
二
年
に
お
い
て
十
五

歳
以
上
の
就
業
者
が
約
四
百
万
人
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
就
業
者
数
の
大
幅
な
減
少

は
、
国
内
供
給
量
の
制
約
、
国
内
総
需
要
の
縮
小
の
双
方
の
観
点
か
ら
、
経
済
成
長
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
近
年
、
非
正
規
労
働
者
数
が
雇
用
者
数
全
体
の
三
分
の
一
を
超
え
て
お
り
、
不
安
定
な
雇
用
や
労
働

条
件
の
不
均
衡
等
、
非
正
規
労
働
者
に
係
る
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

二

現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
お
け
る
課
題

日
本
経
済
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
緩
や
か
に
持
ち
直
し

て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
情
勢
も
一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。こ

の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
地
域
（
以
下
「
被
災
地
域
」
と
い
う
。）の
復
興
に
向
け
、
平
成
二
十

三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
に
よ
り
対
応
す
る
施
策
を
取
り
ま
と
め
た「『
日
本
は
ひ
と
つ
』し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

フ
ェ
ー
ズ
３
（
以
下
「
フ
ェ
ー
ズ
３
」
と
い
う
。）に
基
づ
き
、
当
該
被
災
地
域
で
の
本
格
的
な
安
定
雇
用
の
創
出

の
た
め
の
施
策
に
全
力
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
円
高
等
の
雇
用
へ
の
影
響
も
注
視
し
な
が
ら
、
機
動
的
な
雇
用
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
で
、
厳
し
い

雇
用
情
勢
の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
労
働
力
不
足
の
解
消
と
社
会
保
障
の
基
盤
確
保
の
た
め
、
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
就
労

支
援
を
図
り
、
国
民
全
て
が
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
労
働
市
場
に
参
加
で
き
る
「
全
員
参
加
型
社
会
」を
実
現
し
、

就
業
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
を
い
う
。）の
実
現
に
取
り
組
ん
で
雇
用
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
自
ら
働
い
て
人
間
ら
し
い
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
分
厚
い
中
間
層
を
復
活
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
に
、「
全
員
参
加
型
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
特
に
、
大
学
新
卒
者
の
内
定
率
が
低
迷
し

て
い
る
中
で
、
未
就
職
卒
業
者
等
の
減
少
を
図
る
た
め
、
新
卒
者
や
既
卒
者
に
対
す
る
支
援
を
更
に
強
化
す
る
と

と
も
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
も
含
め
た
フ
リ
ー
タ
ー
等
の
就
職
支
援
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
希
望
者
全
員
の
六
十
五
歳
ま
で
の
雇
用
が
確
保
さ
れ
、
雇
用
と
年
金
を
確
実
に
接
続
さ
せ
る
と
と
も

に
、
定
年
を
控
え
た
高
年
齢
者
が
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
他
の
企
業
で
働
け
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
三
に
、
雇
用
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
成
長
分
野
や
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
る
も
の
づ
く
り
分
野
に
お
い

て
、
産
業
界
と
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
在
職
者
訓
練
を
含
め
た
職
業
訓
練
の
強
化
や
地
域
に
お
い
て
産
学
官

が
連
携
し
て
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
取
組
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
四
に
、
非
正
規
労
働
者
や
長
期
失
業
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
へ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
者
に
無
料
の
職
業
訓
練
及
び
訓
練
期
間
中
の
生
活
支
援
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
就
職
を

支
援
す
る
事
業
と
し
て
平
成
二
十
三
年
十
月
に
創
設
し
た
求
職
者
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
効
果
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
現
下
の
雇
用
情
勢
下
で
第
一
か
ら
第
四
ま
で
の
施
策
を
含
む
雇
用
施
策
を
効
果
的
に
実
施

し
て
い
く
た
め
に
は
、
被
災
地
域
に
お
け
る
復
旧
・
復
興
事
業
及
び
関
係
業
界
に
係
る
情
報
の
共
有
並
び
に
被
災

地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
と
雇
用
対
策
の
一
体
的
実
施
を
図
り
、
被
災
し
た
離
職
者
等
の
就
労
支
援
と
生
活
の
安

定
を
図
る
た
め
の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「『
日
本
は
ひ
と
つ
』
し
ご
と
協
議
会
」（
以
下「『
日
本
は

ひ
と
つ
』
し
ご
と
協
議
会
」
と
い
う
。）を
始
め
、
地
方
自
治
体
、
国
の
出
先
機
関
、
関
係
団
体
等
を
構
成
員
と
し

た
地
方
自
治
体
と
の
連
絡
会
議
等
の
場
を
積
極
的
に
設
け
る
等
、
地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
産
業
施
策
、
福
祉
施

策
、
教
育
施
策
等
と
緊
密
な
連
携
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

第
三

最
近
の
雇
用
に
お
け
る
重
点
施
策

一

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
支
援
及
び
円
高
へ
の
対
応

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
を
中
心
に
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
住
居
等
に
壊

滅
的
な
被
害
が
生
じ
、
多
く
の
者
が
職
に
就
け
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
面
の
対
応
策
と
し
て
、
復

旧
事
業
等
に
よ
る
雇
用
創
出
や
被
災
し
た
者
の
生
活
の
安
定
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
の
復
興
段
階
で
は
、

被
災
地
域
の
強
み
で
あ
る
農
林
水
産
業
、
製
造
業
、
観
光
業
の
復
興
を
始
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
新
産
業
の
導
入
等
の
産
業
政
策
と
雇
用
面
の
支
援
を
一
体
的
に
進
め
、
本
格
的
な
安
定
雇
用
を

生
み
出
す
と
と
も
に
、
高
付
加
価
値
化
、
全
員
参
加
、
世
代
継
承
等
の
理
念
の
下
、
経
済
及
び
雇
用
へ
の
波
及
効

果
が
高
く
、
質
の
高
い
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
沿
岸
部
に
お
い
て
は
、
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
む
女
性
の
雇
用
が
多

い
水
産
加
工
業
が
多
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
等
に
よ
り
、
被
災
地
域
の
女
性
に
係
る
雇
用
情
勢
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
昨
年
、
新
た
に
創
設
し
た
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
に
よ
り
、
産
業
政
策
と
連
携
し
て
水
産
加
工
業

等
の
復
興
を
図
る
こ
と
を
通
じ
て
、
女
性
の
雇
用
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
女
性
の
活
用
等
の
雇
用
モ
デ
ル
の
創

造
の
た
め
の
生
涯
現
役
・
全
員
参
加
・
世
代
継
承
型
雇
用
創
出
事
業
等
に
よ
り
、
被
災
地
域
で
の
本
格
的
な
雇
用

創
出
を
図
る
こ
と
で
、
女
性
が
地
元
で
希
望
す
る
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
円
高
が
、
景
気
を
下
振
れ
さ
せ
る
重
大
な
リ
ス
ク
に
な
っ
て
お
り
、
製
造
業
の
国
内
の
雇
用
機
会
が
喪

失
す
る
懸
念
が
あ
る
。
円
高
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
雇
用
創
出
基
金
事
業
の
活
用
促
進
に
よ
る
雇
用
機

会
の
確
保
や
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
要
件
緩
和
等
に
よ
る
雇
用
や
生
活
の
下
支
え
の
強
化
と
い
っ
た
機
動
的
な
雇

用
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
で
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
改
善
に
全
力
で
取
り
組
む
。
具
体
的
に
は
、
次
の
^

か
ら

i

ま
で
の
と
お
り
で
あ
る
。

^

「『
日
本
は
ひ
と
つ
』
し
ご
と
協
議
会
」
の
活
用
等
、
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る
雇
用
対
策
の
実
施

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
千
葉
県
、
新
潟
県
及
び
長
野
県
（
以
下
「
被

災
九
県
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、「『
日
本
は
ひ
と
つ
』
し
ご
と
協
議
会
」
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し

な
が
ら
、「『
日
本
は
ひ
と
つ
』
し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
等
を
効
果
的
に
推
進
す
る
こ

と
で
、
被
災
九
県
で
本
格
的
に
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
広
域
的
に
就
職
活
動
を
希
望
す

る
被
災
者
や
他
の
地
域
に
避
難
し
て
い
る
被
災
者
の
就
職
支
援
体
制
を
被
災
九
県
以
外
で
も
整
備
す
る
た
め
、

被
災
九
県
以
外
の
都
道
府
県
に
お
い
て
も「『
日
本
は
ひ
と
つ
』
し
ご
と
協
議
会
」
を
設
置
し
て
お
り
、
構
成
機

関
・
団
体
に
対
し
、
フ
ェ
ー
ズ
３
に
盛
り
込
ま
れ
た
支
援
策
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難
し
て
い
る
被
災
者

の
就
労
支
援
に
係
る
連
携
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

ま
た
、
被
災
三
県
等
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
は
、
産
業
政
策
や
復
旧
・
復
興
事
業
に
よ
る
求
人
を
確

実
に
開
拓
及
び
確
保
し
、
必
要
な
求
職
者
に
は
担
当
者
制
に
よ
る
個
別
対
応
等
、
個
人
の
特
性
及
び
状
態
に
応

じ
た
就
職
支
援
を
行
う
。
ま
た
、公
共
職
業
安
定
所
か
ら
仮
設
住
宅
等
へ
の
出
張
相
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

就
職
面
接
会
を
開
催
し
、
被
災
者
の
新
た
な
就
職
を
支
援
す
る
。
併
せ
て
、
農
業
、
漁
業
、
自
営
業
者
に
対
す

る
支
援
を
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
、
商
工
会
議
所
と
も
連
携
し
て
、
積
極
的
に
対
応
す
る
。

さ
ら
に
、
被
災
地
域
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た
め
、
介
護
、
情
報
通
信
等
の
職
業
訓
練
コ
ー
ス

の
ほ
か
、
建
設
機
械
の
運
転
技
能
等
を
習
得
す
る
特
別
訓
練
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
。「『
日
本
は
ひ
と
つ
』
し
ご

と
協
議
会
」
の
場
等
を
通
じ
、
復
旧
・
復
興
事
業
等
に
係
る
企
業
及
び
関
係
業
界
か
ら
の
人
材
ニ
ー
ズ
を
共
有

し
、
復
旧
・
復
興
に
必
要
な
人
材
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
就
職
に
向
け
て
職
業
能
力
が
不
足
し
て
い
る

と
判
断
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
求
職
者
支
援
制
度
の
活
用
を
含
め
、職
業
訓
練
の
受
講
を
積
極
的
に
勧
め
る
。
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